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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の管路に連通して設けられ、外径が一回り大きいフランジ部を先端外周に有する
円筒形状のケーシングに着脱自在に装着され、洗浄装置から供給された流体を前記ケーシ
ングから前記管路へ送り込む内視鏡用洗浄アダプタであって、
　開放された底面側から内部に前記フランジ部が収納される筒状の本体部と、
　前記本体部に保持され、前記洗浄装置から供給された流体を前記ケーシングを介して前
記管路へ流入させる流体供給管と、
　前記流体供給管の外周面に設けられ、前記ケーシングの上面に密着するシール部材と、
　前記本体部に保持され、前記本体部の内周面から突出して前記フランジ部の底面と係合
する係合位置と、前記係合位置から退避して前記フランジ部の底面との係合を解除する退
避位置との間で移動自在な係合部材と、
　前記本体部の周りを囲み、且つ前記本体部に対してスライド自在に設けられ、前記係合
部材を前記係合位置に規制する規制位置、前記係合部材が前記係合位置から前記退避位置
へ移動することを許容して規制を解除する規制解除位置との間で移動する規制部材と、
　前記本体部と前記規制部材との間に設けられ、前記規制部材を互いに反対の方向へ付勢
し、前記規制部材を前記係合部材に当接させ、前記規制部材が前記規制位置から前記規制
解除位置に移動したとき、前記規制位置に復帰させる一対の付勢手段とを備えたことを特
徴とする内視鏡用洗浄アダプタ。
【請求項２】
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　前記本体部は、内周面が前記フランジ部の外周面に嵌合することを特徴とする請求項１
記載の内視鏡用洗浄アダプタ。
【請求項３】
　前記流体供給管を複数有しており、前記流体供給管は、内視鏡に設けられた複数のケー
シングにそれぞれ流体を流入させることを特徴とする請求項１または２記載の内視鏡用洗
浄アダプタ。
【請求項４】
　前記一対の付勢手段は、それぞれ複数の付勢部材からなることを特徴とする請求項１な
いし３いずれか１項記載の内視鏡用洗浄アダプタ。
【請求項５】
　前記規制部材は、把持部を一体に設けたことを特徴とする請求項１ないし４いずれか１
項記載の内視鏡用洗浄アダプタ。
【請求項６】
　前記本体部は、前記フランジ部の底面に位置を合わせて外周面から内周面に向かって徐
々に内径が減少する貫通孔が形成されており、前記係合部材は、前記貫通孔の最小内径よ
りも外径が大きい球状であることを特徴とする請求項１ないし５いずれか１項記載の内視
鏡用洗浄アダプタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡と洗浄装置との間に接続される内視鏡用洗浄アダプタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療用の内視鏡には、鉗子などの各種処置具が挿入される鉗子チャンネル、挿入部先端
に設けられた観察窓を洗浄するための洗浄水及びエアーを供給する送気・送水チャンネル
など複数の管路が配設されている。鉗子チャンネルは、体内の液体や組織を吸引するため
の吸引チャンネルも兼ねている。吸引チャンネルにおける吸引動作、及び送気・送水チャ
ンネルにおける送気・送水動作は、流体制御弁によりそれぞれ制御される。流体制御弁は
、各チャンネルと接続された弁ケーシングと、弁ケーシングに装着される弁部材とからな
り、弁部材には操作ボタンが一体に設けられている。
【０００３】
　内視鏡用洗浄装置による洗浄では、内視鏡の表面だけではなく、内部に設けられた各管
路も洗浄して汚物を除去しなければならない。このため、洗浄装置と、内視鏡の各管路と
を接続するための洗浄アダプタが用いられる。
【０００４】
　従来より、内視鏡用洗浄アダプタは、内視鏡の流体制御弁から弁部材を取り外した弁ケ
ーシングに対して着脱可能に装着される。これにより、弁ケーシングを介して各管路に洗
浄液や消毒液などの液体を供給することができる。
【０００５】
　特許文献１記載の洗浄アダプタは、洗浄装置と接続されるとともに、複数の流体制御弁
の弁ケーシングにそれぞれ装着されるアダプタ本体（流体供給管）と、複数のアダプタ本
体を連結する連結部材と、この連結部材に対してスライド自在に装着され、弁ケーシング
の外周に設けられたフランジに係止される固定板とを備えている。また、アダプタ本体の
外周面にＯリングなどのシール部材を設けており、内視鏡に装着されたとき、シール部材
が弁ケーシングの内周面に密着する。これにより、弁ケーシングとアダプタ本体との間を
水密にして、洗浄液が漏れないようにしている。
【０００６】
　上記のような洗浄アダプタを内視鏡に装着するときには、先ず、弁ケーシングの内周面
にアダプタ本体の外周面を嵌合させ、次に、固定板をスライドさせて弁ケーシングのフラ
ンジ部に係止させるという２段階の動作を必要とするが、このような２段階の動作のうち
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、どちらか一方の動作でも不十分だと弁ケーシングにアダプタ本体が固定されず、洗浄ア
ダプタが装着されないことがある。また内視鏡への固定が不十分なまま使用され、洗浄ア
ダプタが外れることもある。このため、もっと簡単な動作で洗浄アダプタを装着可能とす
ることが望まれている。
【０００７】
　そこで、特許文献２には、従来のワンタッチカプラ、すなわち１回の押し込み動作で装
着することができる流体用カプラの係合機構が記載されている。この係合機構を備えた流
体用カプラの構成は、図１１に示すように、円筒形状を有し、外周に溝１０１を形成して
なるオス型カプラ１００と、このオス型カプラ１００に対して着脱自在とするメス型カプ
ラ２００とからなり、メス型カプラ２００は、円筒形状の本体部２１１と、本体部２１１
の径方向に貫通する貫通孔２１１ａの内部で可動自在な球状体２１２、本体部２１１を囲
繞するように形成され、球状体２１２を径方向に押す押圧部２１３を有する係合用移動部
材２１４と、押圧部２１３を付勢して球状体２１２に当接させるバネ２１５を有している
。オス型カプラ１００及びメス型カプラ２００を係合させるとき、係合用移動部材２１４
とともに本体部２１１を把持し、本体部２１１内にオス型カプラ１００を挿入させると、
球状体２１２がオス型カプラの溝１０１に嵌入して確実に係合する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００８－１９４４０３号公報
【特許文献２】特開２００２－２４３０８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記特許文献２記載の係合機構では、バネ２１５によって係合用移動部
材２１４が本体部２１１に対して下方に付勢されているので、押圧部２１３が球状体２１
２を押圧する位置よりも係合用移動部材２１４が下方に位置している場合がある。よって
、オス型カプラ１００及びメス型カプラ２００を係合させるときは、係合用移動部材２１
４を一度上方に移動させてから、本体部２１１と係合用移動部材２１４とをともに把持し
てオス型カプラ１００側へ押し込まなければならない。使用済みの内視鏡は体液などで汚
染されているので、内視鏡を触った手で洗浄アダプタの複数箇所に触れることなく、１箇
所だけを把持して装着動作することが望まれているが、上記特許文献２記載の係合機構を
洗浄アダプタに採用した場合、内視鏡への装着時、アダプタ本体や連結部など洗浄アダプ
タの複数箇所に触れることになる。また、アダプタ本体には、洗浄装置から流体を供給す
るためのチューブが接続されていることがあり、チューブの耐久性の観点からもアダプタ
本体を把持することは好ましくない。
【００１０】
　また、上記特許文献１記載の洗浄アダプタでは、アダプタ本体の外周面に、弁ケーシン
グの内周面と密着するためのシール部材が設けられているため、弁ケーシングの中心軸に
対するシール部材の中心軸の位置精度を向上しなければ、弁ケーシングに対して水密に接
続することができない。このような位置精度の向上はコスト増加の原因となる。また、上
記特許文献１記載の洗浄アダプタでは、弁ケーシングの内周面においてシール部材が接触
している箇所は洗浄が不十分になる可能性がある。
【００１１】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、１箇所を把持して装着動作するだけ
で、内視鏡に対して確実に固定可能であり、また内視鏡のケーシングに対して水密に接続
し、ケーシングの内周面の洗浄性を向上させることが可能な内視鏡用洗浄アダプタをロー
コストに提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
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　本発明の内視鏡用洗浄アダプタは、内視鏡の管路に連通して設けられ、外径が一回り大
きいフランジ部を先端外周に有する円筒形状のケーシングに着脱自在に装着され、洗浄装
置から供給された流体を前記ケーシングから前記管路へ送り込む内視鏡用洗浄アダプタで
あって、開放された底面側から内部に前記フランジ部が収納される筒状の本体部と、前記
本体部に保持され、前記洗浄装置から供給された流体を前記ケーシングを介して前記管路
へ流入させる流体供給管と、前記流体供給管の外周面に設けられ、前記ケーシングの上面
に密着するシール部材と、前記本体部に保持され、前記本体部の内周面から突出して前記
フランジ部の底面と係合する係合位置と、前記係合位置から退避して前記フランジ部の底
面との係合を解除する退避位置との間で移動自在な係合部材と、前記本体部の周りを囲み
、且つ前記本体部に対してスライド自在に設けられ、前記係合部材を前記係合位置に規制
する規制位置、前記係合部材が前記係合位置から前記退避位置へ移動することを許容して
規制を解除する規制解除位置との間で移動する規制部材と、前記本体部と前記規制部材と
の間に設けられ、前記規制部材を互いに反対の方向へ付勢し、前記規制部材を前記係合部
材に当接させ、前記規制部材が前記規制位置から前記規制解除位置に移動したとき、前記
規制位置に復帰させる一対の付勢手段とを備えたことを特徴とする。
【００１３】
　前記本体部は、内周面が前記フランジ部の外周面に嵌合することが好ましい。
【００１４】
　前記流体供給管を複数有しており、前記流体供給管は、内視鏡に設けられた複数のケー
シングにそれぞれ流体を流入させることが好ましい。
【００１５】
　前記規制部材は、把持部を一体に設けたことが好ましい。
【００１６】
　前記一対の付勢手段は、それぞれ複数個の付勢部材からなることが好ましい。
【００１７】
　前記本体部は、前記フランジ部の底面に位置を合わせて外周面から内周面に向かって徐
々に内径が減少する貫通孔が形成されており、前記係合部材は、前記貫通孔の最小内径よ
りも外径が大きい球状であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の内視鏡用洗浄アダプタによれば、内視鏡に設けられたケーシングのフランジ部
が本体部に収納され、洗浄装置から流体が供給される流体供給管の外周面に設けられたシ
ール部がケーシングの上面に密着するとともに、本体部に保持された係合部材がフランジ
部の底面と係合し、さらに係合部材がフランジ部の底面と係合する係合位置、及び係合位
置から退避してフランジ部の底面との係合を解除する退避位置との間で移動自在であり、
係合部材を係合位置に規制する規制位置、及び規制を解除する規制解除位置との間で移動
する規制部材を一対の付勢手段で互いに反対の方向へ付勢し、規制部材が規制位置から規
制解除位置に移動したとき、規制位置に復帰させるので、１箇所を把持して装着動作する
だけで確実に内視鏡に接続することができる。また、中心軸の高い位置精度を必要とせず
に内視鏡のケーシングに対して水密に接続することができるので、洗浄アダプタのローコ
スト化を図り、さらにケーシングの内周面の洗浄性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】内視鏡の管路構成を概略的に示す説明図である。
【図２】内視鏡洗浄装置の構成を概略的に示す説明図である。
【図３】内視鏡の操作部及び操作ボタンの構成を示す要部断面図である。
【図４】内視鏡用洗浄アダプタ及び弁ケーシングの構成を示す断面図である。
【図５】内視鏡用洗浄アダプタの斜視図である。
【図６】図４のＡ－Ａ線で切断した洗浄アダプタの断面図である。
【図７】係合部材及びこれを保持する貫通孔周辺の構造を示す断面図である。
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【図８】図４のＢ－Ｂ線で切断した洗浄アダプタの断面図である。
【図９】洗浄アダプタを弁ケーシングに装着するプロセスを示す説明図である。
【図１０】洗浄アダプタを弁ケーシングから取り外すプロセスを示す説明図である。
【図１１】従来のワンタッチカプラの構成を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１において、本発明の内視鏡用洗浄アダプタ（以下、洗浄アダプタと呼ぶ）１０が装
着される内視鏡２０は、先端部に超小型固体撮像素子（ＣＣＤセンサ、ＣＭＯＳセンサ等
）を搭載した電子内視鏡である。内視鏡２０は、固体撮像素子が内蔵され、大腸等の消化
管内に挿入される長尺状の挿入部２１と、挿入部２１に連設され、内視鏡２０の把持及び
挿入部２１の操作に用いられる操作部２２と、この操作部２２に接続されたユニバーサル
コード２３とを備える。
【００２１】
　ユニバーサルコード２３は、内視鏡２０から受信される撮像信号を処理するプロセッサ
や、内視鏡２０に内挿されたライトガイドに照明光を入力する光源装置に接続されるコー
ドである。ユニバーサルコード２３の一端には、プロセッサに接続するコネクタ２４（図
２参照）や、光源装置に接続するためのコネクタ２６が設けられている。プロセッサに接
続されるコネクタ２４には、電気的な導通を得るための接点部が設けられているため、洗
浄の際には、防水キャップが取り付けられる。
【００２２】
　光源装置に接続されるコネクタ２６の端面からは、ライトガイド２７（図２参照）と送
気コネクタ２８の端部が一部突出して露呈されている。送気コネクタ２８は、挿入部２１
及びユニバーサルコード２３の内部に配設された送気・送水チャンネル３３に連通してい
る。光源装置には、送気ポンプから供給される圧縮空気の供給口が設けられており、コネ
クタ２６が接続されると、送気コネクタ２８の端部と供給口が接続される。コネクタ２６
の側面には、送水コネクタ２９、吸引コネクタ３０などが設けられている。
【００２３】
　内視鏡２０には、鉗子チャンネル３１、吸引チャンネル３２、送気・送水チャンネル３
３などの管路が設けられている。鉗子チャンネル３１は、操作部２２に設けられた鉗子入
口３４から、挿入部２１の先端部２１ａに設けられた鉗子出口３５に延びている。吸引チ
ャンネル３２は、鉗子出口３５から鉗子入口３４に向けて分岐する分岐点３２ａまでが鉗
子チャンネル３１と共用しており、分岐点３２ａから操作部２２に設けられた吸引制御弁
４０（図３参照）を介して吸引コネクタ３０へ延びている。吸引コネクタ３０には、図示
しない吸引タンクが接続される。
【００２４】
　送気・送水チャンネル３３は、一端が挿入部２１の先端に設けられた送気・送水ノズル
３６に接続されており、送気・送水ノズル３６の基端側で送気チャンネル３３ａ、送水チ
ャンネル３３ｂに分岐している。送気チャンネル３３ａ、送水チャンネル３３ｂは、操作
部２２に設けられた送気・送水制御弁５０（図３参照）を介して送気コネクタ２８及び送
水コネクタ２９へ延びている。送気コネクタ２８及び送水コネクタ２９は、送気タンク及
び送水タンクがそれぞれ接続される。なお、洗浄消毒の際には、キャップ３７によって送
水コネクタ２９は気密に塞がれる。キャップ３７の内部では、送水チャンネル３３ｂと分
岐路との間は、流体の流通が可能な状態が保持される。
【００２５】
　図３に示すように、吸引制御弁４０及び送気・送水制御弁５０は、操作部２２のハウジ
ング２２ａに固定的に設けた弁ケーシング４１，５１、弁ケーシング４１，５１の内部に
装着された弁部材４２，５２をそれぞれ備えている。弁部材４２，５２にはそれぞれ、操
作ボタン４３，５３が一体に設けられている。
【００２６】
　図４に示すように、弁ケーシング４１，５１は円筒形状で、外周面から径方向外側、且
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つ先端面に沿って突出するフランジ部４４，５４が一体に形成されている。吸引制御弁４
０の弁ケーシング４１は、吸引チャンネル３２を上流側と下流側とに区画し、送気・送水
制御弁５０の弁ケーシング５１は、送気チャンネル３３ａ、送水チャンネル３３ｂをそれ
ぞれ上流側と下流側とに分けており、弁部材４２，５２を移動することにより、それぞれ
の経路を切り換えることができる。
【００２７】
　以上のように構成される内視鏡２０は、特に各チャンネル３１～３３を洗浄するために
、吸引制御弁４０及び送気・送水制御弁５０の弁部材４２，５２が、弁ケーシング４１，
５１から取り外し可能となっている。そして、弁部材４２，５２に代えて、弁ケーシング
４１，５１に洗浄アダプタ１０が装着される。
【００２８】
　図２に示すように、内視鏡２０には、洗浄アダプタ１０を介して内視鏡洗浄装置（以下
、洗浄装置と呼ぶ）６０が接続される。洗浄装置６０は、箱状の装置本体６１を備えてい
る。装置本体６１の上部には、使用後の内視鏡２０を収容し、洗浄液や消毒液が供給され
る洗浄槽６２が設けられている。
【００２９】
　洗浄槽６２は、上部が開放された水槽であり、例えばステンレス等の耐熱性、耐蝕性等
に優れた金属材料で形成されている。装置本体６１には、洗浄槽６２の開口部を覆う蓋（
図示せず）が設けられている。また、装置本体６１は、洗浄槽６２や蓋の他、操作パネル
６３、洗浄液や消毒液を洗浄槽６２に供給するための配管、ポンプ、電磁弁、洗剤や消毒
液を貯留するタンク（図示せず）などからなる。
【００３０】
　洗浄槽６２の内周形状は、上方から見ると、前方部分が略円形で、後方部分が略方形を
している。前方部分の中央には、内視鏡２０から取り外された、弁部材、操作ボタンなど
の小物部品を収容する小物洗浄かご６４が配置されている。内視鏡２０は、挿入部２１及
びユニバーサルコード２３が巻き回された状態で、小物洗浄かご６４の周囲を取り囲むよ
うにして、洗浄槽６２上に載置される。
【００３１】
　小物洗浄かご６４の近傍には、天井洗浄ノズル６５、小物洗浄ノズル６６が配置されて
いる。天井洗浄ノズル６５は、上方に位置する蓋の内面（天井）に向けて洗浄液や水を噴
射して、天井を洗浄する。小物洗浄ノズル６６は、小物洗浄かご６４に収容された小物部
品に向けて洗浄液や水を噴射して小物部品を洗浄する。洗浄槽６２の後方部分には、底面
に、廃液口６７が設けられている。廃液口６７は、洗浄槽６２から、使用済みの洗浄液や
消毒液、及びすすぎに使用した水を排出する。
【００３２】
　洗浄槽６２の後方部分には、洗浄槽６２の底面よりも一段高いテラス部６２ａ、６２ｂ
が設けられている。テラス部６２ａには、内視鏡２０の洗浄、消毒に用いる液体を洗浄槽
６２内に供給する給水ノズル６８ａ、消毒液供給ノズル６８ｂ、洗剤供給ノズル６８ｃが
設けられている。また、テラス部６２ａの側面には、洗浄槽６２内に貯留された液体を循
環させて、洗浄槽６２内の液体に水流を生じさせるための循環口６９が設けられている。
【００３３】
　テラス部６２ｂには、鉗子チャンネル３１、吸引チャンネル３２、送気・送水チャンネ
ル３３内の洗浄、消毒に用いられるチャンネル洗浄ポート７０が設けられている。チャン
ネル洗浄ポート７０は、内視鏡２０のチャンネル３１～３３に対して、洗浄液、消毒液、
アルコール、圧縮空気といった流体を供給する流体供給ポートである。チャンネル洗浄ポ
ート７０は、複数のポート７０ａ～７０ｄからなる。
【００３４】
　ポート７０ｂ，７０ｃは、洗浄アダプタ１０及びチューブ７１，７２を介して上述した
弁ケーシング４１，５１に接続され、鉗子チャンネル３１及び吸引チャンネル３２、送気
・送水チャンネル３３に流体を供給するポートである。ポート７０ａは、鉗子入口３４に
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チューブ７３を介して接続され、鉗子チャンネル３１に流体を供給するポートである。ポ
ート７０ｄは、予備用のポートである。
【００３５】
　ポート７０ｂからチューブ７１及び洗浄アダプタ１０を介して弁ケーシング５１に供給
された流体は、弁ケーシング５１から送気チャンネル３３ａ及び送水チャンネル３３ｂへ
流入し、一方は、送気・送水ノズル３６から内視鏡２０外へ流出する。他方は、送気コネ
クタ２８へ及び送水コネクタ２９へ流れる。送気チャンネル３３ａを通って送気コネクタ
２８に流れる流体は、送気コネクタ２８から内視鏡２０外へ流出する。送水チャンネル３
３ｂを通って送水コネクタ２９へ流れた流体は、分岐路を経由して送気コネクタ２８へ流
れて、送気コネクタ２８から内視鏡２０外へ流出する。これにより、送気・送水チャンネ
ル３３の全域を流体が通過する。
【００３６】
　ポート７０ｃからチューブ７２及び洗浄アダプタ１０を介して弁ケーシング４１に供給
された流体は、弁ケーシング４１から吸引チャンネル３２に流入し、吸引チャンネル３２
から、分岐点３２ａを通って、先端部２１ａの鉗子出口３５へ流れて、鉗子出口３５から
内視鏡２０外へ流出する。一方、吸引チャンネル３２に流入した流体は、吸引チャンネル
３２を通って、吸引コネクタ３０へ流れて、吸引コネクタ３０から内視鏡２０外へ流出す
る。
【００３７】
　チューブ７３は、一端がポート７０ａに他端が鉗子入口３４に取り付けられる。ポート
７０ａから鉗子入口３４に供給された流体は、鉗子入口３４から、鉗子チャンネル３１を
通って、先端部２１ａの鉗子出口３５へ流れる。このとき、吸引チャンネル３２から流れ
てくる流体と分岐点３２ａで合流し、鉗子出口３５から内視鏡２０外へ流出する。これに
より、鉗子チャンネル３１及び吸引チャンネル３２の全域を流体が通過する
【００３８】
　図４及び図５に示すように、本発明の洗浄アダプタ１０は、本体部９０と、チューブ７
１，７２に接続され、洗浄装置６０から流体が供給される流体供給管１１０，１２０と、
本体部９０に保持された係合部材１３０と、本体部９０に対してスライド自在に設けられ
、係合部材１３０の位置を規制する規制部材１４０と、本体部９０と規制部材１４０との
間に設けられ、規制部材１４０を付勢する第１及び第２コイルバネ１５１，１５２とから
なる。
【００３９】
　本体部９０は、内視鏡２０の操作部２２に対面する底面側が開放され、上面側が塞がれ
た筒形状であり、軸方向と直交する断面形状が２つの半円を直線で繋いだ楕円状の断面と
なっている。
【００４０】
　図６に示すように、本体部９０の内周面９１のうち、半円部分の内周面９１ａ，９１ｂ
の内径は、弁ケーシング４１，５１のフランジ部４４，５４の外周面４４ａ，５４ａの外
径に合わせて形成されている。これにより、本体部９０は底面側から内部にフランジ部４
４，５４を収納し、フランジ部４４，５４の外周面４４ａ，５４ａに本体部９０の内周面
９１ａ，９１ｂを嵌合させることができる。
【００４１】
　本体部９０には、フランジ部４４，５４を内部に収納したとき、フランジ部４４，５４
の底面４４ｂ，５４ｂ（ハウジング２２ａに対面する側）に位置を合わせて、内周面９１
ａ，９１ｂに連通し、周壁を貫通する貫通孔９２（図７も参照）が複数形成されている。
貫通孔９２は、本体部９０の外周面９３から内周面９１ａ，９１ｂに向かって徐々に内径
が小さくなるテーパー状に形成されている。
【００４２】
　また、本体部９０には、外周面９３から突出し、第１及び第２コイルバネ１５１，１５
２を保持するための保持突起部９４が一体に設けられている。
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【００４３】
　流体供給管１１０，１２０は、内部に流体供給通路１１１，１２１を有し、本体部９０
の上面壁９５に保持されている。これらの流体供給管１１０，１２０は、本体部９０の内
部にフランジ部４４，５４を収納したとき、弁ケーシング４１，５１とそれぞれ位置を合
わせ、且つ流体供給管１１０，１２０の底面１１２，１２２と弁ケーシング４１，５１の
上面とが位置を合わせるようにそれぞれ配置されている。これにより、流体供給管１１０
，１２０は、流体供給通路１１１，１２１から弁ケーシング４１，５１へそれぞれ流体を
流入させる。但し、これらの位置精度については高い精度を必要としない。また、流体供
給管１１０，１２０の底面１１２，１２２は、弁ケーシング４１，５１の上面に当接しな
いように若干の隙間を有することが好ましい。
【００４４】
　流体供給管１１０，１２０の下端部は、外径が一回り小さい小径部１１３，１２３とな
っており、この小径部１１３，１２３に円環状のシール部材１１４，１２４が嵌め込まれ
ている。シール部材１１４，１２４は、弾性材料からなり、本体部９０の内部にフランジ
部４４，５４を収納したとき、弁ケーシング４１，５１の上面、すなわち、フランジ部４
４，５４の上面４４ｃ，５４ｃに密着するように配されている。また、小径部１１３，１
２３には、外周面から突出する係止片１１３ａ，１２３ａが一体に形成されており、これ
らの係止片１１３ａ，１２３ａがシール部材１１４，１２４を係止して軸方向に離脱する
ことを防止する。
【００４５】
　また、流体供給管１１０，１２０には、本体部９０より上方に位置し、径方向に突出す
る接続部１１５，１２５が一体に設けられている。接続部１１５，１２５は、流体供給通
路１１１，１１２に連通する筒状で、上述したチューブ７１，７２がそれぞれ接続される
。
【００４６】
　図７に示すように、係合部材１３０は、球状であり、貫通孔９２の内部にそれぞれ保持
されている。この係合部材１３０の外径ＲＢは、貫通孔９２の最も内径が小さくなる内周
面９１ａ，９１ｂ側の内径ＲＭＩＮよりも大きく、且つ外周面９３側の内径ＲＭＡＸより
も小さく形成されている。このため、係合部材１３０は、内周面９１ａ，９１ｂから突出
し、且つ貫通孔９２から本体部９０の内部へ離脱しないように位置が規制されている。な
お、符号Ｐは、係合部材１３０が内周面９１ａ，９１ｂから最も突出したときの突出量で
ある。上述したように、貫通孔９２の位置、すなわち、係合部材１３０が保持される位置
は、フランジ部４４，５４の底面に合わせて配されている。これにより、係合部材１３０
は、本体部９０の内周面９１から突出量Ｐで突出してフランジ部４４，５４の底面４４ｂ
，５４ｂと係合する係合位置（図７（Ａ）に示す位置）と、この係合位置から本体部９０
の外周面９３側へ退避してフランジ部４４，５４の底面４４ｂ，５４ｂとの係合を解除す
る退避位置（図７（Ｂ）に示す位置）との間で貫通孔９２の内部を移動自在となっている
。本実施形態では、フランジ部４４，５４の底面４４ｂ，５４ｂと確実に係合できるよう
に、貫通孔９２及び係合部材１３０は、本体部９０の内周面９１ａ，９１ｂに沿ってそれ
ぞれ等角度間隔で複数箇所（図６では４５°間隔で５箇所ずつ）に配置されている。
【００４７】
　フランジ部４４，５４が本体部９０の内部に収納されたとき、シール部材１１４，１２
４がフランジ部４４，５４の上面４４ｃ，５４ｃに密着し、且つ係合部材１３０がフラン
ジ部４４，５４の底面４４ｂ，５４ｂに係合することによって、洗浄アダプタ１０が弁ケ
ーシング４１，５１に対して固定される。さらに、上述したように、フランジ部４４，５
４の外周面４４ａ，５４ａに本体部９０の内周面９１が嵌合するので、洗浄アダプタ１０
は、弁ケーシング４１，５１に対して径方向の位置決めがなされる。
【００４８】
　規制部材１４０は、本体部９０の周りを囲む筒形状に形成されており、本体部９０に対
して軸方向に沿ってスライド自在に外嵌されている。この規制部材１４０には、周壁の内
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周面側に位置し、係合部材１３０を囲む楕円状に配されている当接部１４１が一体に形成
されている（図６参照）。当接部１４１は、内側へ突出している押圧部１４１ａと、この
押圧部１４１ａの上下に位置し、押圧部１４１ａに対して一段凹んでいる凹部１４１ｂ，
１４１ｃとを有する。規制部材１４０は、後述する第１及び第２コイルバネ１５１，１５
２の付勢により、当接部１４１が常に係合部材１３０と当接する範囲内でスライド移動す
る。このため、係合部材１３０は、本体部９０の外周面９３側から離脱することがない。
【００４９】
　また、規制部材１４０の内部には、当接部１４１より上方の位置に第１コイルバネ１５
１を保持する保持突起部１４２が一体に設けられている。さらにまた、規制部材１４０に
は、外周面を囲むように把持部１４５が一体に設けられている。把持部１４５は、指の大
きさに合わせた凹部１４５ａを有し、把持しやすくなっている。
【００５０】
　図７（Ａ）に示すように、規制部材１４０は通常時、本体部９０の軸方向において、押
圧部１４１ａと係合部材１３０とが同じ位置にあり、押圧部１４１ａの先端が係合部材１
３０を内側へ押し込み、係合部材１３０が係合位置から退避位置へ移動することを規制す
る規制位置にある。そして、規制部材１４０が上述した規制位置から本体部９０の軸方向
上方または下方へ移動すると、本体部９０の軸方向において、凹部１４１ｂ，１４１ｃの
いずれか一方と係合部材１３０とが同じ位置になり、係合部材１３０が係合位置から退避
位置へ移動することを許容する規制解除位置となる。なお、図７（Ｂ）は、規制部材１４
０が、図７（Ａ）の規制位置より下方の規制解除位置に移動した状態を示す。
【００５１】
　図７（Ｂ）に示すように、規制部材１４０が規制解除位置、且つ係合部材１３０が退避
位置にあるとき、フランジ部４４，５４の底面４４ｂ，５４ｂとの係合を完全に解除でき
るように、係合部材１３０は、貫通孔９２の内部且つ内周面９１ａ，９１ｂから突出しな
い位置に移動しなければならない。このため、上述した最大の突出量Ｐの分だけ球状部材
１３０が外周面９３側に退避できるように、本体部９０の外周面９３と規制部材１４０の
凹部１４１ｂ，１４１ｃとの間隔Ｄを、球状部材１３０の最大の突出量Ｐ以上とする。さ
らに、球状部材１３０が外周面９３から離脱しないように、外周面９３と凹部１４１ｂ，
１４１ｃとの間隔Ｄを、球状部材１３０の外径ＲＢ未満とする。
【００５２】
　第１コイルバネ１５１は、本体部９０の保持突起部９４と、規制部材１４０の保持突起
部１４２との間に複数配置されている。これにより規制部材１４０を本体部９０に対して
下方に付勢する。図８に示すように、複数の第１コイルバネ１５１は、本体部９０の周り
を囲み、且つ所定の間隔を置いて配置されている。
【００５３】
　第２コイルバネ１５２は、本体部９０の保持突起部９４と、規制部材１４０の天板１４
３との間に配置されている。これにより、規制部材１４０を本体部９０に対して上方に付
勢する。複数の第１コイルバネ１５１と複数の第２コイルバネ１５２とは互いに反対の方
向に規制部材１４０を付勢する一対の付勢手段であり、それぞれ同じ個数で中心軸の位置
を合わせて配されている。なお、第１及び第２コイルバネ１５１，１５２が安定して動作
するために、第１及び第２コイルバネ１５１，１５２の端部が、保持突起部９４、保持突
起部１４２、天板１４３にそれぞれ固着されていることが好ましい。
【００５４】
　規制部材１４０は、通常時、第１コイルバネ１５１による付勢力、第２コイルバネ１５
２による付勢力が釣り合い、上述した規制位置で静止する。そして、規制部材１４０は、
本体部９０に対して規制位置よりも下方の規制解除位置にあるとき、規制部材１４０と本
体部９０との間で圧縮された第２コイルバネ１５２による付勢力が、圧縮を受けない第１
コイルバネ１５１による付勢力を上回る。よって、規制部材１４０は、第２コイルバネ１
５２の付勢力によって上方へ付勢されて規制位置に復帰することができる。
【００５５】
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　一方、規制部材１４０は、本体部９０に対して規制位置よりも上方の規制解除位置にあ
るとき、規制部材１４０と本体部９０との間で圧縮された第１コイルバネ１５１による付
勢力が圧縮を受けない第２コイルバネ１５２による付勢力を上回る。よって、規制部材１
４０は、第１コイルバネ１５１の付勢力によって下方へ付勢されて規制位置に復帰するこ
とができる。
【００５６】
　次に、上記構成の洗浄アダプタ１０を内視鏡２０に対して装着及び取り外しするときの
プロセスについて説明する。洗浄アダプタ１０を内視鏡２０に装着する場合、まず、制御
弁４０，５０から弁部材４２，５２を外した内視鏡２０を一方の手で固定し、他方の手で
洗浄アダプタ１０の把持部１４５を把持して、本体部９０の底面側からフランジ部４４，
５４を本体部９０の内部へ収納して、フランジ部４４，５４の外周面４４ａ，５４ａに本
体部９０の内周面９１ａ，９１ｂを嵌合させる（図９（Ａ）に示す状態）。なお、このと
き、規制部材１４０は規制位置にあり、係合部材１３０は係合位置にある。
【００５７】
　そして、把持部１４５を把持したまま、さらに内視鏡２０の操作部２２側へ洗浄アダプ
タ１０を押し込むと、フランジ部４４，５４が係合部材１３０に当接する。これにより、
係合部材１３０を保持する本体部９０は一旦停止するが、規制部材１４０は、本体部９０
に対してスライド自在に取り付けられているため、規制位置から下方の規制解除位置に移
動する。規制部材１４０が規制解除位置に移動することにより、係合部材１３０は、係合
位置から退避位置に移動が許容される。係合部材１３０が退避位置への移動が可能となっ
た状態でさらに洗浄アダプタ１０が押し込まれると、係合部材１３０がフランジ部４４，
５４を乗り越えることができる（図９（Ｂ）に示す状態）。
【００５８】
　係合部材１３０がフランジ部４４，５４を乗り越えると、シール部材１１４，１２４が
フランジ部４４，５４の上面４４ｃ，５４ｃに密着し、フランジ部４４，５４の底面４４
ｂ，５４ｂ側に係合部材１３０が位置する。このとき、把持部１４５を把持している手を
離すと、規制部材１４０は、下方の規制解除位置にあるため、第２コイルバネ１５２によ
り上方へ付勢を受けて規制位置に復帰する。規制部材１４０が規制位置に復帰することに
より、係合部材１３０が係合位置に復帰する。これにより、図１０（Ａ）に示すように、
係合部材１３０がフランジ部４４，５４の底面４４ｂ，５４ｂに係合して、洗浄アダプタ
１０が内視鏡２０の弁ケーシング４１，５１に装着される。
【００５９】
　一方、洗浄アダプタ１０を内視鏡２０から取り外すときは、内視鏡２０を一方の手で固
定し、他方の手で洗浄アダプタ１０の把持部１４５を把持して、弁ケーシング４１，５１
から離反する方向へ洗浄アダプタ１０を引っ張ると、フランジ部４４，５４が係合部材１
３０に当接するため、本体部９０は一旦停止するが、規制部材１４０は、本体部９０に対
して規制位置から上方の規制解除位置に移動する。規制部材１４０が規制解除位置に移動
することにより、係合部材１３０は、係合位置から退避位置に移動が許容される。図１０
（Ｂ）に示すように、係合部材１３０が退避位置への移動が可能となった状態でさらに洗
浄アダプタ１０が引っ張られると、係合部材１３０がフランジ部４４，５４を乗り越える
ことができる。これにより、洗浄アダプタ１０の移動を阻止するものがなくなり、弁ケー
シング４１，５１から洗浄アダプタ１０を取り外すことができる。そして、把持部１４５
を把持している手を離すと、規制部材１４０は、上方の規制解除位置にあるため、第１コ
イルバネ１５１により下方へ付勢を受けて規制位置に復帰する。
【００６０】
　上記のように、把持部１４５を把持し、洗浄アダプタ１０を内視鏡２０に押し込むだけ
で、簡単に装着することが可能できる。さらに、装着動作の際、１箇所の把持部１４５を
把持するだけで、洗浄アダプタ１０の他の箇所を触る必要がないので、洗浄アダプタ１０
を触る手が汚れていたとしても、洗浄アダプタ１０の把持部１４５以外の箇所は汚れるこ
とがないので、汚染の広がりを最小限に抑えることができる。また、装着動作の際、把持
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れたチューブ７１，７２を引っ張ることがないため、チューブ７１，７２の損傷を防止す
ることができる。さらにまた、フランジ部４４，５４の外周面４４ａ，５４ａに本体部９
０の内周面９１ａ，９１ｂが嵌合するので、洗浄アダプタ１０は、弁ケーシング４１，５
１の径方向においても位置がずれることがなく確実に固定される。
【００６１】
　また、洗浄アダプタ１０を内視鏡２０に装着し、チューブ７１，７２を洗浄装置６０の
ポートに接続して内視鏡２０の洗浄処理を行う際、弁ケーシング４１，５１の上面、すな
わちフランジ部４４，５４の上面４４ｃ，５４ｃと、シール部材１１４，１２４の底面と
が密着して接続されている。このため、弁ケーシング４１，５１の中心軸に対するシール
部材１１４，１２４の中心軸の位置精度が高くなくても、弁ケーシング４１，５１とシー
ル部材１１４との間を水密にすることができる。従来の洗浄アダプタでは、弁ケーシング
の内周面に対して水密となるシール部材を設けていたため、弁ケーシング及びシール部材
の高い位置精度が必要でコスト増加の原因となっていたが、本発明ではこのような高い位
置精度を必要としないため、洗浄アダプタ１０をローコストに提供することができる。そ
して、本発明のシール部材は、弁ケーシング４１，５１の内周面ではなく上面に密着させ
ているため、弁ケーシング４１，５１の内周面を確実に洗浄することができる。
【００６２】
　なお、本発明の洗浄アダプタを介して内視鏡の管路へ流入させる流体としては、上記実
施形態で例示した洗浄液や消毒液などの液体に限らず、滅菌ガスなどの気体でもよい。ま
た、上記実施形態では、規制部材１４０を付勢する一対の付勢手段として、それぞれ複数
のコイルバネからなる構成を例示したが、本発明はこれに限らず、規制部材１４０を本体
部９０に対して付勢することが可能な部材であればよく、板バネなど他のバネ部材や、ゴ
ムなどの弾性部材でもよい。
【００６３】
　また、上記実施形態においては、内視鏡として、撮像素子を用いて被検体の状態を撮像
した画像を観察する電子内視鏡を例に上げて説明しているが、本発明はこれに限るもので
はなく、光学的イメージガイドを採用して被検体の状態を観察する内視鏡にも適用するこ
とができる。
【符号の説明】
【００６４】
　１０　内視鏡用洗浄アダプタ
　２０　内視鏡
　３１　鉗子チャンネル
　３２　吸引チャンネル
　３３　送気・送水チャンネル
　４１，５１　弁ケーシング
　４４，５４　フランジ部
　６０　内視鏡洗浄装置
　９０　本体部
　９２　貫通孔
　１１０，１２０　流体供給管
　１１４，１２４　シール部材
　１３０　係合部材
　１４０　規制部材
　１４５　把持部
　１５１　第１コイルバネ
　１５２　第２コイルバネ
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